
担当者の方や上司に相談しやすい環境の為、安心して産休・育休を取得すること

ができました。復職後は子どもの看護などでお休みをいただくこともありますが、職場の

方の理解があり、大変助かっています。育児短時間勤務制度を利用し、子どもと関わ

る時間をできるだけ多くすることで、自分なりのワークライフバランスを充実させていきた

いと思います。 

 
 

社会福祉法人 大垣市社会福祉事業団（大垣市） 
 

業 種：福祉施設の管理運営 

労働者数：２３１人 

 

●行動計画期間：平成 2６年１０月１日 ～ 令和元年９月３０日 

 

●育児休業等取得実績：育児休業  ：女性１２名  

           子の看護休暇：男性 8 名 

●取組のきっかけや成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

            

 
 

●働きやすい環境づくりのための取組 

〇行動計画委員会を立ち上げ、「くるみん休暇」を創設。全職員に周知し、年次有給休暇取得向上をめざ

しました。 

〇毎年年 4 回（１、４、７、10 月）、行動計画委員会を開催。育児休業等の利用状況、年次有給休暇取得

状況を確認し、職員会議で制度の利用促進を図りました。 

 

●育児のための各種制度の整備や復職支援 

〇育児休業は子が 3 歳に達するまで利用できる制度を導入しています。 

〇子の養育を容易にするための措置（子の看護休暇）を小学校 4 年生の始期に達するまで利用できる制度

を導入しています。 

 

 

●従業員の声 

  
 

 

 

     

 

 

 

（育児休業を取得した女性職員より） 

 

     3 人の子どもの育児に日々奮闘中ですが、育児に関する制度の周知や休暇などの取 

      得が推進されており、職場の方の理解も得やすい環境で安心して子どもに向き合うことが 

できています。 

その中でも、子どもの定期通院や急な体調不良で受診が必要になった時は、子の看護 

休暇が取得できるため、仕事を調整しつつ、妻と家庭内の役割を分担して子どもの健康 

を守ることができ、大変助かっています。 

（子の看護休暇を取得した男性職員より） 

人事労務担当者 

大垣市社会福祉事業団行動計画委員会では「男女職員の仕事と生活の調和を応援

すること」を目的とし、全職員が安心して仕事に取り組め、その能力を十分発揮できる職

場環境を整えていくために、仕事と家庭の両立支援を推進し、育児休業等の取得促進

に努め、働きやすい環境づくりの実現を目指していきます。 


